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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月1日(2015.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開ループ電力制御と閉ループ電力制御とを組み合わせた電力制御スキームを備え、電力
制御プリアンブルを用いた電力制御のための方法であって、
　ダウンリンク通信において、基地局からアップリンク許可を受信することであって、前
記アップリンク許可は、アップリンク不活動後における第１のアップリンク許可であるこ
とと、
　前記アップリンク許可に応答して、前記開ループ電力制御と前記閉ループ電力制御の組
み合わせから選択された電力制御スキームに基づく電力設定で前記基地局に電力制御プリ
アンブルを送信することであって、前記選択された電力制御スキームは、前記ダウンリン
ク通信に関連して入手した電力値に基づいて前記電力設定を行うことと、
　前記ダウンリンク通信において、前記基地局から電力制御コマンドを受信することであ
って、前記電力制御コマンドは、前記基地局において、前記電力制御プリアンブルを解析
することにより生成され、前記基地局へのデータの送信に先立って前記電力設定を調整す
るのに用いられることと、
　前記調整された電力設定で前記基地局にデータを送信することと、を備える、方法。
【請求項２】
　前記電力制御プリアンブルは、所定の送信時間間隔（ＴＴＩ）においてホップを採用す
ることによってシステム帯域幅の一部又は全体においてチャネルをサウンディングするア
ップリンク送信である請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記電力制御プリアンブルは、単一時間サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信である
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記電力制御プリアンブルは、アップリンクデータチャネルにおける非周期的チャネル
品質インジケータ（ＣＱＩ）報告である請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記アップリンク許可において明示で指定される資源、変調、又はコーディングのうち
の少なくとも１つを利用して前記アップリンク許可に応答して前記電力制御プリアンブル
を送信することと、
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　前記電力制御コマンドとともに前記基地局から第２のアップリンク許可を受信すること
と、
　前記電力制御コマンドとともに受信された前記第２のアップリンク許可を利用すること
によって前記基地局に前記データを送信すること、とをさらに備える請求項１に記載の方
法。
【請求項６】
　予め決められた資源、予め決められた変調、又は予め決められたコーディングのうちの
少なくとも１つを利用して前記アップリンク許可に応答して前記電力制御プリアンブルを
送信することであって、前記予め決められた資源、前記予め決められた変調又は前記予め
決められたコーディングのうちの前記少なくとも１つは、前記アップリンク許可の受信前
にアクセス端末及び前記基地局に説明されることと、
　前記電力制御コマンドの受信前に受信された前記アップリンク許可を利用することによ
って前記基地局に前記データを送信すること、とをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記データ送信に応答して前記電力制御コマンドを受信することをさらに備える請求項
１に記載の方法。
【請求項８】
　開ループ評価スキームと閉ループ評価スキームとを組み合わせた評価スキームを用いる
無線通信装置であって、
　ダウンリンク通信において、基地局からアップリンク許可を入手することであって、前
記アップリンク許可はアップリンク不活動後における第１のアップリンク許可であること
、前記アップリンク許可に応答して、前記開ループ評価スキームと前記閉ループ評価スキ
ームの組み合わせから選択された評価スキームに基づいて電力制御プリアンブルの送信に
関する電力レベルを決定することであって、前記選択された評価スキームは、前記ダウン
リンク通信に関連して入手した電力値に基づいて前記電力レベルを決定すること、前記電
力レベルで前記基地局に前記電力制御プリアンブルを送信すること、前記ダウンリンク通
信において、前記基地局から電力制御コマンドを受信することであって、前記電力制御コ
マンドは、前記基地局において、前記電力制御プリアンブルを解析することにより生成さ
れることと、前記基地局へのアップリンクデータの送信に先立って前記電力制御コマンド
に基づいて前記電力レベルを変更すること、及び前記電力制御コマンドに従って変更され
ている電力レベルで前記基地局にアップリンクデータ送信を送ることに関連する命令を保
持するメモリと、
　前記メモリに結合され、前記メモリ内に保持される前記命令を実行するように構成され
たプロセッサと、を備える、無線通信装置。
【請求項９】
　前記電力制御プリアンブルは、所定の送信時間間隔（ＴＴＩ）においてホップを採用す
ることによってシステム帯域幅の一部又は全体においてチャネルをサウンディングするア
ップリンク送信である請求項８に記載の無線通信装置。
【請求項１０】
　前記電力制御プリアンブルは、単一時間サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信である
請求項８に記載の無線通信装置。
【請求項１１】
　前記電力制御プリアンブルは、アップリンクデータチャネルにおける非周期的チャネル
品質インジケータ（ＣＱＩ）報告である請求項８に記載の無線通信装置。
【請求項１２】
　前記メモリは、前記アップリンク許可において明示で指定される情報を利用して前記ア
ップリンク許可に応答して前記電力制御プリアンブルを送信すること、前記電力制御コマ
ンドとともに前記基地局から第２のアップリンク許可を入手すること、及び前記電力制御
コマンドと同時並行して入手された前記第２のアップリンク許可を利用することによって
前記アップリンクデータ送信を送ることに関連する命令をさらに保持する請求項８に記載
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の無線通信装置。
【請求項１３】
　前記メモリは、前記アップリンク許可を入手する前にアクセス端末及び前記基地局に関
して予め設定された予め決められた情報を利用して前記アップリンク許可に応答して前記
電力制御プリアンブルを送信すること、及び前記電力制御コマンドを入手する前に受信さ
れた前記アップリンク許可を利用することによって前記アップリンクデータ送信を送るこ
とに関連する命令をさらに保持する請求項８に記載の無線通信装置。
【請求項１４】
　前記メモリは、前記アップリンクデータ送信に応答して電力制御コマンドを入手するこ
とに関連する命令をさらに保持する請求項８に記載の無線通信装置。
【請求項１５】
　開ループ電力制御と閉ループ電力制御とを組み合わせた電力制御スキームを用いる無線
通信装置であって、
　ダウンリンク通信において、アップリンク許可を入手するための手段であって、前記ア
ップリンク許可はアップリンク不活動後における第１のアップリンク許可である手段と、
　前記アップリンク許可に応答して、前記開ループ電力制御と前記閉ループ電力制御の組
み合わせから選択された電力制御スキームによって電力制御推定値の関数として選択され
た電力レベルでアップリンク電力制御プリアンブルを転送するための手段であって、前記
選択された電力制御スキームは、前記ダウンリンク通信に関連して入手した電力値に基づ
いて前記電力レベルを選択する手段と、
　基地局へのアップリンクデータの送信に先立って、前記ダウンリンク通信において、前
記電力レベルを変更する電力制御コマンドを入手するための手段であって、前記電力制御
コマンドは、前記基地局において、前記アップリンク電力制御プリアンブルを解析するこ
とにより生成される手段と、
　前記変更された電力レベルでアップリンクデータを送信するための手段と、を備える、
無線通信装置。
【請求項１６】
　前記アップリンク電力制御プリアンブルは、チャネルをサウンディングし及び所定の送
信時間間隔（ＴＴＩ）においてホップを採用することによってシステム帯域幅の一部又は
全体にわたるアップリンク送信である請求項１５に記載の無線通信装置。
【請求項１７】
　前記アップリンク電力制御プリアンブルは、単一時間サウンディング基準信号（ＳＲＳ
）送信である請求項１５に記載の無線通信装置。
【請求項１８】
　前記アップリンク電力制御プリアンブルは、アップリンクデータチャネルにおける非周
期的チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告である請求項１５に記載の無線通信装置。
【請求項１９】
　前記アップリンク電力制御プリアンブルの転送が明示でスケジューリングされていると
きに前記アップリンク許可とともに明示で含められている情報を採用することによって前
記アップリンク許可に応答して前記アップリンク電力制御プリアンブルを転送するための
手段と、
　前記電力制御コマンドと同時並行して第２のアップリンク許可を入手するための手段と
、
　前記電力制御コマンドと同時並行して入手された前記第２のアップリンク許可に応答し
て前記アップリンクデータを送信するための手段と、をさらに備える請求項１５に記載の
無線通信装置。
【請求項２０】
　前記アップリンク電力制御プリアンブルの転送が暗黙にスケジューリングされていると
きに前記アップリンク許可を入手する前にアクセス端末及び前記基地局によって推測的に
知られている予め決められた情報を利用して前記アップリンク許可に応答して前記アップ
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リンク電力制御プリアンブルを転送するための手段と、
　前記電力制御コマンドを入手する前に受信された前記アップリンク許可を利用すること
によって前記アップリンクデータを送信するための手段と、をさらに備える請求項１５に
記載の無線通信装置。
【請求項２１】
　前記アップリンクデータ送信に応答して電力制御コマンドを入手するための手段をさら
に備える請求項１５に記載の無線通信装置。
【請求項２２】
　開ループ電力制御と閉ループ電力制御とを組み合わせた電力制御スキームを用いる電力
制御において、機械によって読み取り可能な媒体であって、
　ダウンリンク通信において、アップリンク許可を入手し、
　前記アップリンク許可に応答して、前記開ループ電力制御と前記閉ループ電力制御の組
み合わせから選択された電力制御スキームによって電力制御推定値の関数として選択され
た電力レベルでアップリンク電力制御プリアンブルを転送することであって、前記選択さ
れた電力制御スキームは、前記ダウンリンク通信に関連して入手した電力値に基づいて前
記電力レベルを選択し、基地局へのアップリンクデータの送信に先立って、前記ダウンリ
ンク通信において、前記電力レベルを変更する電力制御コマンドを入手することであって
、前記電力制御コマンドは、前記基地局において、前記アップリンク電力制御プリアンブ
ルを解析することにより生成され、及び
　前記変更された電力レベルでアップリンクデータを送信するための機械によって実行可
能な命令であって、前記アップリンク許可は、アップリンク不活動後における第１のアッ
プリンク許可である命令、を格納している、機械によって読み取り可能な媒体。
【請求項２３】
　前記アップリンク電力制御プリアンブルは、チャネルをサウンディングし及び所定の送
信時間間隔（ＴＴＩ）においてホップを採用することによってシステム帯域幅の一部又は
全体にわたるアップリンク送信である請求項２２に記載の機械によって読み取り可能な媒
体。
【請求項２４】
　前記アップリンク電力制御プリアンブルは、単一時間サウンディング基準信号（ＳＲＳ
）送信である請求項２２に記載の機械によって読み取り可能な媒体。
【請求項２５】
　前記アップリンク電力制御プリアンブルは、アップリンクデータチャネルにおける非周
期的チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告である請求項２２に記載の機械によって読
み取り可能な媒体。
【請求項２６】
　前記機械によって実行可能な命令は、前記アップリンク電力制御プリアンブルの転送が
明示でスケジューリングされているときに前記アップリンク許可とともに明示で含められ
ている情報を採用することによって前記アップリンク許可に応答して前記アップリンク電
力制御プリアンブルを転送することと、前記電力制御コマンドと同時並行して第２のアッ
プリンク許可を入手することと、前記電力制御コマンドと同時並行して入手された前記第
２のアップリンク許可に応答して前記アップリンクデータを送信すること、とをさらに備
える請求項２２に記載の機械によって読み取り可能な媒体。
【請求項２７】
　前記機械によって実行可能な命令は、前記アップリンク電力制御プリアンブルの転送が
暗黙にスケジューリングされているときに前記アップリンク許可を入手する前にアクセス
端末及び前記基地局によって推測的に知られている予め決められた情報を利用して前記ア
ップリンク許可に応答して前記アップリンク電力制御プリアンブルを転送することと、前
記電力制御コマンドを入手する前に受信された前記アップリンク許可を利用することによ
って前記アップリンクデータを送信すること、とをさらに備える請求項２２に記載の機械
によって読み取り可能な媒体。
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【請求項２８】
　前記機械によって実行可能な命令は、前記アップリンクデータ送信に応答して電力制御
コマンドを入手することをさらに備える請求項２２に記載の機械によって読み取り可能な
媒体。
【請求項２９】
　開ループ評価スキームと閉ループ評価スキームとを組み合わせた評価スキームを用いる
無線通信システムにおいて、
　ダウンリンク通信において、基地局からアップリンク許可を入手し、
　前記アップリンク許可に応答して、前記開ループ評価スキームと前記閉ループ評価スキ
ームの組み合わせから選択された評価スキームに基づいて電力制御プリアンブルの送信に
関する電力レベルを決定することであって、前記選択された評価スキームは、前記ダウン
リンク通信に関連して入手した電力値に基づいて前記電力レベルを決定し、
　前記電力レベルで前記基地局に前記電力制御プリアンブルを送信し、
　前記ダウンリンク通信において、前記基地局から電力制御コマンドを受信することであ
って、前記電力制御コマンドは、前記基地局において、前記電力制御プリアンブルを解析
することにより生成され、
　前記基地局へのアップリンクデータの送信に先立って前記電力制御コマンドに基づいて
前記電力レベルを変更し、及び
　前記変更された電力レベルで前記基地局にアップリンクデータ送信を送るように構成さ
れたプロセッサであって、前記アップリンク許可は、アップリンク不活動後における第１
のアップリンク許可であるプロセッサ、を備える装置。
【請求項３０】
　無線通信環境において、開ループ電力制御と閉ループ電力制御とを組み合わせた電力制
御スキームを用いた電力制御方法であって、
　ダウンリンク通信において、アクセス端末にアップリンク許可を送信することと、
　前記アップリンク許可に応答して、前記開ループ電力制御と前記閉ループ電力制御の組
み合わせから選択された電力制御スキームに基づいて設定された電力レベルで前記アクセ
ス端末から送信された電力制御プリアンブルを受信することであって、前記選択された電
力制御スキームは、前記ダウンリンク通信に関連して入手した電力値に基づいて前記電力
レベルを設定することと、
　前記電力制御プリアンブルの解析に基づいて電力制御コマンドを生成することであって
、前記電力制御コマンドは、前記アクセス端末の前記電力レベルを訂正するのに用いられ
ることと、
　前記アクセス端末からのアップリンクデータ送信の受信に先立って、前記ダウンリンク
通信において、前記電力制御コマンドを前記アクセス端末に送信することと、
　前記訂正された電力レベルで前記アクセス端末から送られた前記アップリンクデータ送
信を受信すること、とを備える、方法。
【請求項３１】
　前記電力制御プリアンブルは、チャネルをサウンディングし及び所定の送信時間間隔（
ＴＴＩ）においてホップを採用することによってシステム帯域幅の一部又は全体にわたる
アップリンク送信である請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記電力制御プリアンブルは、単一時間サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信である
請求項３０に記載の方法。
【請求項３３】
　前記電力制御プリアンブルは、アップリンクデータチャネルにおける非周期的チャネル
品質インジケータ（ＣＱＩ）報告である請求項３０に記載の方法。
【請求項３４】
　前記電力制御プリアンブルを送信時に前記アクセス端末によって用いるために明示で指
定された情報とともに前記アップリンク許可を送信することと、
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　前記電力制御コマンドと同時並行して第２のアップリンク許可を送信することと、
　前記電力制御コマンドと同時並行して送信された前記第２のアップリンク許可に応答し
て送られた前記アップリンクデータ送信を受信すること、とをさらに備える請求項３０に
記載の方法。
【請求項３５】
　前記アップリンク許可の送信前に前記アクセス端末及び基地局に関して定義された予め
決められた情報を利用して前記アップリンク許可に応答して前記アクセス端末から送信さ
れた前記電力制御プリアンブルを受信することと、
　前記電力制御コマンドの送信前に送信された前記アップリンク許可を利用することによ
って前記アクセス端末から送られた前記アップリンクデータ送信を受信すること、とをさ
らに備える請求項３０に記載の方法。
【請求項３６】
　前記アップリンクデータ送信に応答して電力制御コマンドを送信することをさらに備え
る請求項３０に記載の方法。
【請求項３７】
　開ループ電力制御と閉ループ電力制御とを組み合わせた電力制御機構を用いた無線通信
装置であって、
　ダウンリンク通信において、アップリンク許可を転送すること、前記アップリンク許可
に応答して、前記開ループ電力制御と前記閉ループ電力制御の組み合わせから選択された
電力制御機構によって決定された電力レベルでアップリンクを介して送信された電力制御
プリアンブルを入手することであって、前記選択された電力制御機構は、前記ダウンリン
ク通信に関連して入手した電力値に基づいて前記電力レベルを決定すること、前記電力制
御プリアンブルの評価に基づいて前記電力レベルを訂正する電力制御コマンドを生成する
こと、
　アップリンクデータ送信の入手に先立って、前記ダウンリンク通信において、前記電力
制御コマンドを送信すること、及び前記訂正された電力レベルで送られた前記アップリン
クデータ送信を入手することに関連する命令を保持するメモリと、
　前記メモリに結合され、前記メモリ内に保持される前記命令を実行するように構成され
たプロセッサと、を備える、無線通信装置。
【請求項３８】
　前記電力制御プリアンブルは、チャネルをサウンディングし及び所定の送信時間間隔（
ＴＴＩ）においてホップを採用することによってシステム帯域幅の一部又は全体にわたる
アップリンク送信である請求項３７に記載の無線通信装置。
【請求項３９】
　前記電力制御プリアンブルは、単一時間サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信である
請求項３７に記載の無線通信装置。
【請求項４０】
　前記電力制御プリアンブルは、アップリンクデータチャネルにおける非周期的チャネル
品質インジケータ（ＣＱＩ）報告である請求項３７に記載の無線通信装置。
【請求項４１】
　前記メモリは、前記電力制御プリアンブルを送信時にアクセス端末によって用いるため
に明示で指定された情報とともに前記アップリンク許可を転送すること、前記ダウンリン
クを介して前記電力制御コマンドと同時並行して第２のアップリンク許可を送信すること
、及び前記電力制御コマンドと同時並行して送信された前記第２のアップリンク許可に応
答して送られた前記アップリンクデータ送信を入手することに関連する命令をさらに保持
する請求項３７に記載の無線通信装置。
【請求項４２】
　前記メモリは、前記アップリンク許可の転送前にアクセス端末及び基地局に関して定義
された予め決められた情報を利用して前記アップリンク許可に応答して送信された前記電
力制御プリアンブルを入手すること、及び前記電力制御コマンドの送信前に転送された前
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記アップリンク許可を利用することによって送られた前記アップリンクデータ送信を入手
することに関連する命令をさらに保持する請求項３７に記載の無線通信装置。
【請求項４３】
　前記メモリは、前記アップリンクデータ送信に応答して電力制御コマンドを転送するこ
とに関連する命令をさらに保持する請求項３７に記載の無線通信装置。
【請求項４４】
　開ループ電力制御と閉ループ電力制御とを組み合わせた電力制御スキームを備え、アク
セス端末によって利用するための電力制御プリアンブルを解析することにより電力制御コ
マンドを生成する無線通信装置であって、
　ダウンリンク通信においてアップリンク許可を送信するための手段と、
　前記アップリンク許可に応答して、前記開ループ電力制御と前記閉ループ電力制御の組
み合わせから選択された電力制御スキームによって推定値から決定された電力レベルで送
信された電力制御プリアンブルを入手するための手段であって、前記選択された電力制御
スキームは、前記ダウンリンク通信に関連して入手した電力値に基づいて前記電力レベル
を決定することと、
　アップリンクデータ送信の入手に先立って、前記ダウンリンク通信において、前記電力
レベルを訂正する電力制御コマンドを送信するための手段と、
　前記訂正された電力レベルで前記アップリンクデータ送信を入手するための手段と、を
備える、無線通信装置。
【請求項４５】
　前記電力制御プリアンブルは、チャネルをサウンディングし及び所定の送信時間間隔（
ＴＴＩ）においてホップを採用することによってシステム帯域幅全体の一部にわたるアッ
プリンク送信である請求項４４に記載の無線通信装置。
【請求項４６】
　前記電力制御プリアンブルは、単一時間サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信である
請求項４４に記載の無線通信装置。
【請求項４７】
　前記電力制御プリアンブルは、アップリンクデータチャネルにおける非周期的チャネル
品質インジケータ（ＣＱＩ）報告である請求項４４に記載の無線通信装置。
【請求項４８】
　前記電力制御プリアンブルの送信を明示でスケジューリングするための手段と、
　前記電力制御プリアンブルを送信時にアクセス端末によって利用するために明示で指定
された情報とともに前記アップリンク許可を送信するための手段と、
　前記ダウンリンクを介して前記電力制御コマンドと同時並行して第２のアップリンク許
可を送信するための手段と、
　前記第２のアップリンク許可に応答して送られた前記アップリンクデータ送信を入手す
るための手段と、をさらに備える請求項４４に記載の無線通信装置。
【請求項４９】
　前記電力制御プリアンブルの送信を暗黙にスケジューリングするための手段と、
　前記アップリンク許可を送信する前にアクセス端末及び基地局に関して説明された予め
決められた情報を利用して前記アップリンク許可に応答して送信された前記電力制御プリ
アンブルを入手するための手段と、
　前記電力制御コマンドの送信前に転送された前記アップリンク許可を利用することによ
って送られた前記アップリンクデータ送信を入手するための手段と、をさらに備える請求
項４４に記載の無線通信装置。
【請求項５０】
　前記アップリンクデータ送信に応答して電力制御コマンドを転送するための手段をさら
に備える請求項４４に記載の無線通信装置。
【請求項５１】
　　開ループ電力制御と閉ループ電力制御とを組み合わせた電力制御スキームを用いる電
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力制御において、機械によって読み取り可能な媒体であって、
　ダウンリンク通信においてアップリンク許可を送信し、
　前記アップリンク許可に応答して、前記開ループ電力制御と前記閉ループ電力制御の組
み合わせから選択された電力制御スキームによって推定値から決定された電力レベルで送
信された電力制御プリアンブルを入手することであって、前記選択された電力制御スキー
ムは、前記ダウンリンク通信に関連して入手した電力値に基づいて前記電力レベルを決定
し、
　アップリンクデータ送信の入手に先立って、前記ダウンリンク通信において、前記電力
レベルを訂正する電力制御コマンドを送信することであって、前記電力制御コマンドは、
前記電力制御プリアンブルを解析することにより生成され、及び
　前記訂正された電力レベルで前記アップリンクデータ送信を入手するための機械によっ
て実行可能な命令を格納している、機械によって読み取り可能な媒体。
【請求項５２】
　前記電力制御プリアンブルは、チャネルをサウンディングし及び所定の送信時間間隔（
ＴＴＩ）においてホップを採用することによってシステム帯域幅の一部又は全体にわたる
アップリンク送信である請求項５１に記載の機械によって読み取り可能な媒体。
【請求項５３】
　前記電力制御プリアンブルは、単一時間サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信である
請求項５１に記載の機械によって読み取り可能な媒体。
【請求項５４】
　前記電力制御プリアンブルは、アップリンクデータチャネルにおける非周期的チャネル
品質インジケータ（ＣＱＩ）報告である請求項５１に記載の機械によって読み取り可能な
媒体。
【請求項５５】
　前記機械によって実行可能な命令は、前記電力制御プリアンブルの送信を明示でスケジ
ューリングすることと、前記電力制御プリアンブルを送信時にアクセス端末によって利用
するために明示で指定された情報とともに前記アップリンク許可を送信することと、前記
ダウンリンクを介して前記電力制御コマンドと同時並行して第２のアップリンク許可を送
信することと、前記第２のアップリンク許可に応答して送られた前記アップリンクデータ
送信を入手すること、とをさらに備える請求項５１に記載の機械によって読み取り可能な
媒体。
【請求項５６】
　前記機械によって実行可能な命令は、前記電力制御プリアンブルの送信を暗黙にスケジ
ューリングすることと、前記アップリンク許可を送信する前にアクセス端末及び基地局に
関して説明された予め決められた情報を利用して前記アップリンク許可に応答して送信さ
れた前記電力制御プリアンブルを入手することと、前記電力制御コマンドの送信前に転送
された前記アップリンク許可を利用することによって送られた前記アップリンクデータ送
信を入手すること、とをさらに備える請求項５１に記載の機械によって読み取り可能な媒
体。
【請求項５７】
　前記機械によって実行可能な命令は、前記アップリンクデータ送信に応答して電力制御
コマンドを転送することをさらに備える請求項５１に記載の機械によって読み取り可能な
媒体。
【請求項５８】
　開ループ電力制御と閉ループ電力制御の組み合わせから選択された電力制御スキームを
用いる無線通信システムにおいて、
　ダウンリンク通信において、アクセス端末にアップリンク許可を送信し、
　前記アップリンク許可に応答して、前記開ループ電力制御と前記閉ループ電力制御の組
み合わせから選択された電力制御スキームに基づいて設定された電力レベルで前記アクセ
ス端末から送信された電力制御プリアンブルを受信することであって、前記選択された電
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力制御スキームは、前記ダウンリンク通信に関連して入手した電力値に基づいて前記電力
レベルを設定し、
　前記電力制御プリアンブルの解析に基づいて電力制御コマンドを生成し、
　前記アクセス端末からのアップリンクデータ送信の受信に先立って、前記ダウンリンク
通信において、前記電力制御コマンドを前記アクセス端末に送信し、及び
　前記訂正された電力レベルで前記アクセス端末から送られた前記アップリンクデータ送
信を受信するように構成されたプロセッサであって、前記電力制御コマンドは、前記アク
セス端末の前記電力レベルを訂正するプロセッサ、を備える装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０６】
　上述されていることは、１つ以上の実施形態の例を含む。当然のことであるが、上記の
実施形態を説明することを目的として構成要素又は方法の考えられるあらゆる組み合わせ
を説明することは可能ではないが、様々な実施形態のさらに数多くの組み合わせ及び置換
が可能であることを当業者は認識することができる。従って、説明される実施形態は、添
付された請求項の精神又は適用範囲内にあるあらゆる変更、修正及び変形を包含すること
が意図されている。さらに、発明を実施するための形態又は請求項の範囲において“含む
”という表現が用いられている限りにおいて、該表現は、“備える”という表現が請求項
において移行語として採用されたときの解釈と同様の包含性を有することが意図されてい
る。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　無線通信環境において利用するために電力制御プリアンブルを生成するのを容
易にする方法であって、
　基地局からアップリンク許可を受信することであって、前記アップリンク許可は、アッ
プリンク不活動後における第１のアップリンク許可であることと、
　開ループ電力制御に基づく電力設定で前記基地局に電力制御プリアンブルを送信するこ
とと、
　前記基地局から電力制御コマンドを受信することであって、前記電力制御コマンドは、
前記電力設定を調整することと、
　前記調整された電力設定で前記基地局にデータを送信すること、とを備える、方法。
［Ｃ２］　前記電力制御プリアンブルは、所定の送信時間間隔（ＴＴＩ）においてホップ
を採用することによってシステム帯域幅の一部又は全体においてチャネルをサウンディン
グするアップリンク送信であるＣ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記電力制御プリアンブルは、単一時間サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送
信であるＣ１に記載の方法。
［Ｃ４］　前記電力制御プリアンブルは、アップリンクデータチャネルにおける非周期的
チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告であるＣ１に記載の方法。
［Ｃ５］　前記電力制御プリアンブルの送信特性が明示で示されるＣ１に記載の方法。
［Ｃ６］　前記アップリンク許可において明示で指定される資源、変調、又はコーディン
グのうちの少なくとも１つを利用して前記アップリンク許可に応答して前記電力制御プリ
アンブルを送信することと、
　前記電力制御コマンドとともに前記基地局から第２のアップリンク許可を受信すること
と、
　前記電力制御コマンドとともに受信された前記第２のアップリンク許可を利用すること
によって前記基地局に前記データを送信すること、とをさらに備えるＣ５に記載の方法。
［Ｃ７］　前記電力制御プリアンブルの送信特性が暗黙に示されるＣ１に記載の方法。
［Ｃ８］　予め決められた資源、予め決められた変調、又は予め決められたコーディング
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のうちの少なくとも１つを利用して前記アップリンク許可に応答して前記電力制御プリア
ンブルを送信することであって、前記予め決められた資源、前記予め決められた変調又は
前記予め決められたコーディングのうちの前記少なくとも１つは、前記アップリンク許可
の受信前にアクセス端末及び前記基地局に説明されることと、
　前記電力制御コマンドの受信前に受信された前記アップリンク許可を利用することによ
って前記基地局に前記データを送信すること、とをさらに備えるＣ７に記載の方法。
［Ｃ９］　前記データ送信に応答して電力制御コマンドを受信することをさらに備えるＣ
１に記載の方法。
［Ｃ１０］　無線通信装置であって、
　基地局からアップリンク許可を入手することであって、前記アップリンク許可はアップ
リンク不活動後における第１のアップリンク許可であること、開ループ評価に基づいて電
力制御プリアンブル送信に関する電力レベルを決定すること、前記電力レベルで前記基地
局に電力制御プリアンブルを送信すること、前記基地局から電力制御コマンドを受信する
こと、前記電力制御コマンドに基づいて前記電力レベルを変更すること、及び前記電力制
御コマンドに従って変更されている電力レベルで前記基地局にアップリンクデータ送信を
送ることに関連する命令を保持するメモリと、
　前記メモリに結合され、前記メモリ内に保持される前記命令を実行するように構成され
たプロセッサと、を備える、無線通信装置。
［Ｃ１１］　前記電力制御プリアンブルは、所定の送信時間間隔（ＴＴＩ）においてホッ
プを採用することによってシステム帯域幅の一部又は全体においてチャネルをサウンディ
ングするアップリンク送信であるＣ１０に記載の無線通信装置。
［Ｃ１２］　前記電力制御プリアンブルは、単一時間サウンディング基準信号（ＳＲＳ）
送信であるＣ１０に記載の無線通信装置。
［Ｃ１３］　前記電力制御プリアンブルは、アップリンクデータチャネルにおける非周期
的チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告であるＣ１０に記載の無線通信装置。
［Ｃ１４］　前記電力制御プリアンブルの送信特性が明示で示されるＣ１０に記載の無線
通信装置。
［Ｃ１５］　前記メモリは、前記アップリンク許可において明示で指定される情報を利用
して前記アップリンク許可に応答して前記電力制御プリアンブルを送信すること、前記電
力制御コマンドとともに前記基地局から第２のアップリンク許可を入手すること、及び前
記電力制御コマンドと同時並行して入手された前記第２のアップリンク許可を利用するこ
とによって前記アップリンクデータ送信を送ることに関連する命令をさらに保持するＣ１
４に記載の無線通信装置。
［Ｃ１６］　前記電力制御プリアンブルの送信特性が暗黙に示されるＣ１０に記載の無線
通信装置。
［Ｃ１７］　前記メモリは、前記アップリンク許可を入手する前にアクセス端末及び前記
基地局に関して予め設定された予め決められた情報を利用して前記アップリンク許可に応
答して前記電力制御プリアンブルを送信すること、及び前記電力制御コマンドを入手する
前に受信された前記アップリンク許可を利用することによって前記アップリンクデータ送
信を送ることに関連する命令をさらに保持するＣ１６に記載の無線通信装置。
［Ｃ１８］　前記メモリは、前記アップリンクデータ送信に応答して電力制御コマンドを
入手することに関連する命令をさらに保持するＣ１０に記載の無線通信装置。
［Ｃ１９］　無線通信環境において電力制御プリアンブルを利用するのを可能にする無線
通信装置であって、
　アップリンク許可を入手するための手段であって、前記アップリンク許可はアップリン
ク不活動後における第１のアップリンク許可である手段と、
　開ループ電力制御推定値の関数として選択された電力レベルでアップリンク電力制御プ
リアンブルを転送するための手段と、
　前記電力レベルを変更する電力制御コマンドを入手するための手段と、
　前記変更された電力レベルでアップリンクデータを送信するための手段と、を備える、
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無線通信装置。
［Ｃ２０］　前記アップリンク電力制御プリアンブルは、チャネルをサウンディングし及
び所定の送信時間間隔（ＴＴＩ）においてホップを採用することによってシステム帯域幅
の一部又は全体にわたるアップリンク送信であるＣ１９に記載の無線通信装置。
［Ｃ２１］　前記アップリンク電力制御プリアンブルは、単一時間サウンディング基準信
号（ＳＲＳ）送信であるＣ１９に記載の無線通信装置。
［Ｃ２２］　前記アップリンク電力制御プリアンブルは、アップリンクデータチャネルに
おける非周期的チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告であるＣ１９に記載の無線通信
装置。
［Ｃ２３］　前記アップリンク電力制御プリアンブルの転送が明示でスケジューリングさ
れているときに前記アップリンク許可とともに明示で含められている情報を採用すること
によって前記アップリンク許可に応答して前記アップリンク電力制御プリアンブルを転送
するための手段と、
　前記電力制御コマンドと同時並行して第２のアップリンク許可を入手するための手段と
、
　前記電力制御コマンドと同時並行して入手された前記第２のアップリンク許可に応答し
て前記アップリンクデータを送信するための手段と、をさらに備えるＣ１９に記載の無線
通信装置。
［Ｃ２４］　前記アップリンク電力制御プリアンブルの転送が暗黙にスケジューリングさ
れているときに前記アップリンク許可を入手する前にアクセス端末及び前記基地局によっ
て推測的に知られている予め決められた情報を利用して前記アップリンク許可に応答して
前記アップリンク電力制御プリアンブルを転送するための手段と、
　前記電力制御コマンドを入手する前に受信された前記アップリンク許可を利用すること
によって前記アップリンクデータを送信するための手段と、をさらに備えるＣ１９に記載
の無線通信装置。
［Ｃ２５］　前記アップリンクデータ送信に応答して電力制御コマンドを入手するための
手段をさらに備えるＣ１９に記載の無線通信装置。
［Ｃ２６］　機械によって読み取り可能な媒体であって、
　アップリンク許可を入手し、
　開ループ電力制御推定値の関数として選択された電力レベルでアップリンク電力制御プ
リアンブルを転送し、
　前記電力レベルを変更する電力制御コマンドを入手し、及び
　前記変更された電力レベルでアップリンクデータを送信するための機械によって実行可
能な命令であって、前記アップリンク許可は、アップリンク不活動後における第１のアッ
プリンク許可である命令、を格納している、機械によって読み取り可能な媒体。
［Ｃ２７］　前記アップリンク電力制御プリアンブルは、チャネルをサウンディングし及
び所定の送信時間間隔（ＴＴＩ）においてホップを採用することによってシステム帯域幅
の一部又は全体にわたるアップリンク送信であるＣ２６に記載の機械によって読み取り可
能な媒体。
［Ｃ２８］　前記アップリンク電力制御プリアンブルは、単一時間サウンディング基準信
号（ＳＲＳ）送信であるＣ２６に記載の機械によって読み取り可能な媒体。
［Ｃ２９］　前記アップリンク電力制御プリアンブルは、アップリンクデータチャネルに
おける非周期的チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告であるＣ２６に記載の機械によ
って読み取り可能な媒体。
［Ｃ３０］　前記機械によって実行可能な命令は、前記アップリンク電力制御プリアンブ
ルの転送が明示でスケジューリングされているときに前記アップリンク許可とともに明示
で含められている情報を採用することによって前記アップリンク許可に応答して前記アッ
プリンク電力制御プリアンブルを転送することと、前記電力制御コマンドと同時並行して
第２のアップリンク許可を入手することと、前記電力制御コマンドと同時並行して入手さ
れた前記第２のアップリンク許可に応答して前記アップリンクデータを送信すること、と
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をさらに備えるＣ２６に記載の機械によって読み取り可能な媒体。
［Ｃ３１］　前記機械によって実行可能な命令は、前記アップリンク電力制御プリアンブ
ルの転送が暗黙にスケジューリングされているときに前記アップリンク許可を入手する前
にアクセス端末及び前記基地局によって推測的に知られている予め決められた情報を利用
して前記アップリンク許可に応答して前記アップリンク電力制御プリアンブルを転送する
ことと、前記電力制御コマンドを入手する前に受信された前記アップリンク許可を利用す
ることによって前記アップリンクデータを送信すること、とをさらに備えるＣ２６に記載
の機械によって読み取り可能な媒体。
［Ｃ３２］　前記機械によって実行可能な命令は、前記アップリンクデータ送信に応答し
て電力制御コマンドを入手することをさらに備えるＣ２６に記載の機械によって読み取り
可能な媒体。
［Ｃ３３］　無線通信システムにおいて、
　基地局からアップリンク許可を入手し、
　開ループ評価に基づいて電力制御プリアンブル送信に関する電力レベルを決定し、
　前記電力レベルで前記基地局に電力制御プリアンブルを送信し、
　前記基地局から電力制御コマンドを受信し、
　前記電力制御コマンドに基づいて前記電力レベルを変更し、及び
　前記変更された電力レベルで前記基地局にアップリンクデータ送信を送るように構成さ
れたプロセッサであって、前記アップリンク許可は、アップリンク不活動後における第１
のアップリンク許可であるプロセッサ、を備える装置。
［Ｃ３４］　無線通信環境において電力制御とともに採用するために電力制御プリアンブ
ルを評価するのを容易にする方法であって、
　アクセス端末にアップリンク許可を送信することと、
　開ループ電力制御に基づいて設定された電力レベルで前記アクセス端末から送信された
電力制御プリアンブルを受信することと、
　前記電力制御プリアンブルの解析に基づいて電力制御コマンドを生成することであって
、前記電力制御コマンドは、前記アクセス端末の前記電力レベルを訂正することと、
　前記電力制御コマンドを前記アクセス端末に送信することと、
　前記訂正された電力レベルで前記アクセス端末から送られたアップリンクデータ送信を
受信すること、とを備える、方法。
［Ｃ３５］　前記電力制御プリアンブルは、チャネルをサウンディングし及び所定の送信
時間間隔（ＴＴＩ）においてホップを採用することによってシステム帯域幅の一部又は全
体にわたるアップリンク送信であるＣ３４に記載の方法。
［Ｃ３６］　前記電力制御プリアンブルは、単一時間サウンディング基準信号（ＳＲＳ）
送信であるＣ３４に記載の方法。
［Ｃ３７］　前記電力制御プリアンブルは、アップリンクデータチャネルにおける非周期
的チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告であるＣ３４に記載の方法。
［Ｃ３８］　前記アクセス端末からの前記電力制御プリアンブルの送信を明示でスケジュ
ーリングすることをさらに備えるＣ３４に記載の方法。
［Ｃ３９］　前記電力制御プリアンブルを送信時に前記アクセス端末によって用いるため
に明示で指定された情報とともに前記アップリンク許可を送信することと、
　前記電力制御コマンドと同時並行して第２のアップリンク許可を送信することと、
　前記電力制御コマンドと同時並行して送信された前記第２のアップリンク許可に応答し
て送られた前記アップリンクデータ送信を受信すること、とをさらに備えるＣ３８に記載
の方法。
［Ｃ４０］　前記アクセス端末からの前記電力制御プリアンブルの送信を暗黙にスケジュ
ーリングすることをさらに備えるＣ３４に記載の方法。
［Ｃ４１］　前記アップリンク許可の送信前に前記アクセス端末及び基地局に関して定義
された予め決められた情報を利用して前記アップリンク許可に応答して前記アクセス端末
から送信された前記電力制御プリアンブルを受信することと、
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　前記電力制御コマンドの送信前に送信された前記アップリンク許可を利用することによ
って前記アクセス端末から送られた前記アップリンクデータ送信を受信すること、とをさ
らに備えるＣ４０に記載の方法。
［Ｃ４２］　トリガー条件の発生時に前記アップリンクデータ送信に応答して電力制御コ
マンドを送信することをさらに備えるＣ３４に記載の方法。
［Ｃ４３］　無線通信装置であって、アップリンク許可を転送すること、開ループ電力機
構によって決定された電力レベルでアップリンクを介して送信された電力制御プリアンブ
ルを入手すること、前記電力制御プリアンブルの評価に基づいて前記電力レベルを訂正す
る電力制御コマンドを生成すること、ダウンリンクを介して前記電力制御コマンドを送信
すること、及び前記訂正された電力レベルで送られたアップリンクデータ送信を入手する
ことに関連する命令を保持するメモリと、
　前記メモリに結合され、前記メモリ内に保持される前記命令を実行するように構成され
たプロセッサと、を備える、無線通信装置。
［Ｃ４４］ 前記電力制御プリアンブルは、チャネルをサウンディングし及び所定の送信
時間間隔（ＴＴＩ）においてホップを採用することによってシステム帯域幅の一部又は全
体にわたるアップリンク送信であるＣ４３に記載の無線通信装置。
［Ｃ４５］　前記電力制御プリアンブルは、単一時間サウンディング基準信号（ＳＲＳ）
送信であるＣ４３に記載の無線通信装置。
［Ｃ４６］　前記電力制御プリアンブルは、アップリンクデータチャネルにおける非周期
的チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告であるＣ４３に記載の無線通信装置。
［Ｃ４７］　前記メモリは、前記電力制御プリアンブルの送信を明示でスケジューリング
することに関連する命令をさらに保持するＣ４３に記載の無線通信装置。
［Ｃ４８］　前記メモリは、前記電力制御プリアンブルを送信時にアクセス端末によって
用いるために明示で指定された情報とともに前記アップリンク許可を転送すること、前記
ダウンリンクを介して前記電力制御コマンドと同時並行して第２のアップリンク許可を送
信すること、及び前記電力制御コマンドと同時並行して送信された前記第２のアップリン
ク許可に応答して送られた前記アップリンクデータ送信を入手することに関連する命令を
さらに保持するＣ４７に記載の無線通信装置。
［Ｃ４９］　前記メモリは、前記電力制御プリアンブルの送信を暗黙にスケジューリング
することに関連する命令をさらに保持するＣ４３に記載の無線通信装置。
［Ｃ５０］　前記メモリは、前記アップリンク許可の転送前にアクセス端末及び基地局に
関して定義された予め決められた情報を利用して前記アップリンク許可に応答して送信さ
れた前記電力制御プリアンブルを入手すること、及び前記電力制御コマンドの送信前に転
送された前記アップリンク許可を利用することによって送られた前記アップリンクデータ
送信を入手することに関連する命令をさらに保持するＣ４９に記載の無線通信装置。
［Ｃ５１］　前記メモリは、トリガー条件の発生時に前記アップリンクデータ送信に応答
して電力制御コマンドを転送することに関連する命令をさらに保持するＣ４３に記載の無
線通信装置。
［Ｃ５２］　無線通信環境においてアクセス端末によって利用するために電力制御プリア
ンブルに基づいて電力制御コマンドを生成するのを可能にする無線通信装置であって、
　ダウンリンクにおいてアップリンク許可を送信するための手段と、
　開ループ推定値から決定された電力レベルで送信された電力制御プリアンブルを入手す
るための手段と、
　前記電力レベルを訂正する電力制御コマンドを送信するための手段と、
　前記訂正された電力レベルでアップリンクデータ送信を入手するための手段と、を備え
る、無線通信装置。
［Ｃ５３］　前記電力制御プリアンブルは、チャネルをサウンディングし及び所定の送信
時間間隔（ＴＴＩ）においてホップを採用することによってシステム帯域幅全体の一部に
わたるアップリンク送信であるＣ５２に記載の無線通信装置。
［Ｃ５４］　前記電力制御プリアンブルは、単一時間サウンディング基準信号（ＳＲＳ）
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送信であるＣ５２に記載の無線通信装置。
［Ｃ５５］　前記電力制御プリアンブルは、アップリンクデータチャネルにおける非周期
的チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告であるＣ５２に記載の無線通信装置。
［Ｃ５６］　前記電力制御プリアンブルの送信を明示でスケジューリングするための手段
と、
　前記電力制御プリアンブルを送信時にアクセス端末によって利用するために明示で指定
された情報とともに前記アップリンク許可を送信するための手段と、
　前記ダウンリンクを介して前記電力制御コマンドと同時並行して第２のアップリンク許
可を送信するための手段と、
　前記第２のアップリンク許可に応答して送られた前記アップリンクデータ送信を入手す
るための手段と、をさらに備えるＣ５２に記載の無線通信装置。
［Ｃ５７］　前記電力制御プリアンブルの送信を暗黙にスケジューリングするための手段
と、前記アップリンク許可を送信する前にアクセス端末及び基地局に関して説明された予
め決められた情報を利用して前記アップリンク許可に応答して送信された前記電力制御プ
リアンブルを入手するための手段と、
　前記電力制御コマンドの送信前に転送された前記アップリンク許可を利用することによ
って送られた前記アップリンクデータ送信を入手するための手段と、をさらに備えるＣ５
２に記載の無線通信装置。
［Ｃ５８］　トリガー条件の発生時に前記アップリンクデータ送信に応答して電力制御コ
マンドを転送するための手段をさらに備えるＣ５２に記載の無線通信装置。
［Ｃ５９］　機械によって読み取り可能な媒体であって、
　ダウンリンクにおいてアップリンク許可を送信し、開ループ推定値から決定された電力
レベルで送信された電力制御プリアンブルを入手し、前記電力レベルを訂正する電力制御
コマンドを送信し、及び前記訂正された電力レベルでアップリンクデータ送信を入手する
ための機械によって実行可能な命令を格納している、機械によって読み取り可能な媒体。
［Ｃ６０］　前記電力制御プリアンブルは、チャネルをサウンディングし及び所定の送信
時間間隔（ＴＴＩ）においてホップを採用することによってシステム帯域幅の一部又は全
体にわたるアップリンク送信であるＣ５９に記載の機械によって読み取り可能な媒体。
［Ｃ６１］　前記電力制御プリアンブルは、単一時間サウンディング基準信号（ＳＲＳ）
送信であるＣ５９に記載の機械によって読み取り可能な媒体。
［Ｃ６２］　前記電力制御プリアンブルは、アップリンクデータチャネルにおける非周期
的チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告であるＣ５９に記載の機械によって読み取り
可能な媒体。
［Ｃ６３］　前記機械によって実行可能な命令は、前記電力制御プリアンブルの送信を明
示でスケジューリングすることと、前記電力制御プリアンブルを送信時にアクセス端末に
よって利用するために明示で指定された情報とともに前記アップリンク許可を送信するこ
とと、前記ダウンリンクを介して前記電力制御コマンドと同時並行して第２のアップリン
ク許可を送信することと、前記第２のアップリンク許可に応答して送られた前記アップリ
ンクデータ送信を入手すること、とをさらに備えるＣ５９に記載の機械によって読み取り
可能な媒体。
［Ｃ６４］　前記機械によって実行可能な命令は、前記電力制御プリアンブルの送信を暗
黙にスケジューリングすることと、前記アップリンク許可を送信する前にアクセス端末及
び基地局に関して説明された予め決められた情報を利用して前記アップリンク許可に応答
して送信された前記電力制御プリアンブルを入手することと、前記電力制御コマンドの送
信前に転送された前記アップリンク許可を利用することによって送られた前記アップリン
クデータ送信を入手すること、とをさらに備えるＣ５９に記載の機械によって読み取り可
能な媒体。
［Ｃ６５］　トリガー条件の発生時に前記アップリンクデータ送信に応答して電力制御コ
マンドを転送することをさらに備えるＣ５９に記載の機械によって読み取り可能な媒体。
［Ｃ６６］ 無線通信システムにおいて、
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　アクセス端末にアップリンク許可を送信し、
　開ループ電力制御に基づいて設定された電力レベルで前記アクセス端末から送信された
電力制御プリアンブルを受信し、
　前記電力制御プリアンブルの解析に基づいて電力制御コマンドを生成し、　前記電力制
御コマンドを前記アクセス端末に送信し、及び
　前記訂正された電力レベルで前記アクセス端末から送られたアップリンクデータ送信を
受信するように構成されたプロセッサであって、前記電力制御コマンドは、前記アクセス
端末の前記電力レベルを訂正するプロセッサ、を備える装置。


	header
	written-amendment

